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　養肺計甕の歴史は都市美難の歴史とし・える．それは

掲裁君主の威容の誇示｝：ltcまり，大衆の「保健鋤都

市美」にいたるまで幾饗蓬してきた．　　　　　　’

　人間はその居佳の常に美しくあらんことをのぞむ．わ

れわれの生命が美なるべき意圖を持ち，それを環境にも

求めてやまない結果なのであろ5．

　この意昧において都市美はさらに科學的に研究さオ、．，

ま鰍會の支持を（9・政・台の正面こ進出し，交化日本建

設の主題目となるぺきものである，

　1都市藁技法臭

、都市美の技法を史的に概括すれば，古代技法一中世

雛一近世（ルネ・サソ勾按法一現代按法（田園

都市按法・カソペラ按法・細也技法・…ビュジエ技

濁一にわけ得る・もつともこの中，吉代・中世はと

もに正確にいえぱ技法史をなさない．すなわち古代バビ

ロン期のものおよびギリシャ・ロPマ期のものは，．都市

eeehS意謝謝市美の翻から纏されたとい5より

．は・古代にS・L・ては王壊および王城附aSSEeeFM：ftliと無關

係に局部的に美化されたにすぎず，ギリvヤ・ローマに

おいても，都城の一部の紳殿，ないし廣場周國の施設が

弧立して美化されていたにとどまる．したがつて都市美

技法としては史的痕跡の研究の封象となるにずぎない．

また中世においても，史蜜としての都市美的按法の存在

は明らかでない．

　結局按法史としては，意識的に都市美を構成しようと

試みた「近世」からはじめるのを委當とする．次に現弐

については，技法と．しては未だ試みの程度のものが輩出

しつつあるにすぎないが，それぞれ都市美tsi：意識され

また史的展開上重要な意昧もあるので，この項だけは特

に細分して解説することにするまたその申特にコルピ

ュジェの考方は，きわめて纈念的にすぎるが，史的展開

上正統線の上にあり，將來を示唆するものが多いので考

慮の封象とした．

　d）ルネッサンス技法　　　’

都市eSSh：意講謙謝瑛的に計甕されたのはルネ。

サソス期にはじまる．それはルネッサソスの交藝復興の

潮流にのるとともに當時の世界情勢により都市國家の基

　　22

生産研．究

都市美技法の展望

石　　川　　榮　　耀

地であることより廣蝋家の一細胞に解放された都市が

イ時代美意識の蟹・人囎加にともなう建築

　の要求ハ交通の漸ig＝線地趣味の醸

　ホ改；鮒鞄の披大　　　　　　　　　　゜
等の諸因に刺戟され遭髄路・放射線・廣場・騒美

礎健築）などによ儲肺rt法を案Nしたのにはじま’

るのである・もつともその灘は當初はStヒ園の鬼才，・ノ

ー1・ルによリヴェルサイユ宮苑として創設された（1662

～1568）もので・Ki…h・pe≒構す礁・去をもつてい

た・（第1圖参照）この場合，各直線道路の

巾・斜邊はそれぞれ並木道，中軸は道

路たいし水路であ7．またす

べての交職は廣場になつて

おり，そこにはかならず彫

刻や噴水等美的’施設が設置

してあつた．

　こ．の名園の設計が放謄に 第1圖

Nレ
　τ＝
　．！

＞K
も都市計融法となつたのは，實に．ラソファy少佐の紳

オにょるのであつた．彼はフラソス人であるがアメリカ

搬熾雫に從軍レたまたま首都・シソ1・ンの設計謄

當することになり・母國のgrw－．ルサイユの難を探

用し．成功した・（179ユ）・ただ・シン1ツの．胎は，a“交

酷の廣場はそれぞれ白璽館・議事堂およびリソコルソ堂

など．の建築施設となつている．

　このワシソトソ構法が再轄してラソファソの郷土奮大

幽こ．入り・185ε～1870年の・・り改匙儘になつたのは

まことに興昧が深い，ここではKite　shapeは凱旋門，

オペラ，ルーブルの3建築を焦瓢としF卜久翰を大並木路

とし，パリの一部として形成された・たたパリ計書に

おいては・ヴェ．）しサイユ技法の懸用力：全市：二美的焦鮎と

してゆきわたり，これにブルヴァeル（岐費跡の環状道’

路）が新しい按法として全構造を美しくひきしめろこと

になつた．

　かくしてこれらの）Lネヅサソスプラソはそれぞれの機

會を通して各方面に影響したのである・その中初期の放

射線構成はそのいちじるしい例として，カールス）Lr＝

を造つたが・ここでは36本の放射線力；王宮を中心に放

射して人目を驚かしている（第2圏滲照）ただこの設計

における焦鮎は中心たる王城であり，それ以外にはさし

て美的な扱いがない．このために，景観は軍調に堕し．

按法としてはむしろ失敗の適例とされている．
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　　　　　また歩エルサイa，ワシシトソと傳承され，パリにお

　　　　Z・て強調された都市美的中央軸は，ペルリγのブテソデ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　yブルグ門よりチアガルテソをつらぬく直線道等の形

　　　　で，いたるところに模倣された．

／

　　　　　　　　　　　　ミロロ懸過銅脚

　　　　　　　　　　　　第2圖

　　　またパリにはじまる環状道路（ブルヴァPル）は，ウ

　　イーンをはじめとしてライy沿岸の各都市から，ネFデ

　　ルラソド地方の大都市を飾ることになつたのである・

　　　（2）田園都市技法　　　“9

　　　以上ルネッサソス技法はきわめて華麗ではあるが，そ

　　のどこかに生硬の感をまぬがれ得ないところがある．そ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　の原因は，幅員均等な直線道路を基調とするため，景観

　　に攣化を敏く結果であろう．

　　　一方チュ　P’トソ系の民族に麗しかつ傳統性の強い英國

　　人は，この形式を飽きたらずとし，ドイツ中世都市の形

　　態の中に自らの性格にふさわしい手法を護見することに．

　　なつた．すなわち彼等は，この中世の自然護生的な都市

　　景麹の申に都市美的に計甕された痕跡ありとレニュ・・一

、　　ルソペルグ等を砺究のi辮象としてその實謹につとめた・

　　そしてついにこれを現代化し，別に薪中世主義とも稻す

　　冒べき技法を創設したのである．

　　　その大成者は英國のレイモソド・アゾウィソである・

　　彼にしたがえば，中世都市の道路が迂曲し，その幅員が

　　廣狡まちまちであゐのは，廣場効果および景観の攣化を

　　企圖した結果で，それはむしろきわ勺て高度な按奉とし

　　て貧重されてよいとするのである．

　　　ζの申世技法の研究はジ名著Town　planning．in

　　practiceにi謹してあり，それを現代化した技法はPt　yド

　　y郊外ハソプステヅドの田園郊外および田園都市レッチ

　　ゥォPスに實現されている．そしてこの技法は，今日大

　　なり小なり世界の佳宅地計甕の主捜法になつている．

　　　（3）カムベラ技法

　　　田園都市按法はしばらく住宅地の建設の唯一のものと

　　して用いられたが，1911年オrストラリヤの首都カム

　　ベラが懸賞設計を募集した時，ウォルse・・一・グリフィソ

　　　（シカゴ）は新しい技法に基く設計により一一等に當邊し

　　7e．　　　　　　・

　　　その計書の骨格はルネッサソス按法であるが，その申

　　にWater　axis，　Land　axi　sなる都市i美技法が示されく・t

　　　あり，これは既往の技法に大きく修正を加えるものであ

　　　る．すなわちここでは，各地匠ごとに放鵜択道路が組
ノ

　　まれているが，その中議事堂から北西に走る見透し線は

　　　　ノ

ナ1㍉『 趺ｭ鱒ボ￥レ即群禰
　　　　　　　　　・　　ノ’《喋～

　　　　　　　　　　　　，　」
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＼ア

　はるか郊外のエソスリe…山を端景におさめ，その線にそ

　　イ　つて議事堂に從麗する各官聴の建築群が配列ざれてお．

　り，張い都市美軸をなしている．それをここでは陸景軸

　（Land　axis）とよんでいる，　　　　　　　　　　　　　　　s

　　このLand　axisに直角に水景軸（Water　・axis）があ

　り，これは議事堂前景の裟飾水面の上に組まれており，

　その一端は湖畔の大學他の端は湖上に潰える．・　　，、

　　この技法はもちろんルネッサソス技法の護展であるが

　外景をとり入れたところに劃期的な前進がある・いうま　　　」

　でもなくそれはルネッサソス以來の強い意欲で毒るとこσ

　ろの「自然導入」の精神の稜展であると見られる．

　　（4）緑’地、狡法

　　緑地技法は按法系統としては北歓系であり，おそらく

　はウィPソのウィナe・一ワルド（ウィーソの都市森林）に

嚢第蕪鑑二；腸；鋤し餓；・θ
　ぶ線地計書（1854年）があつたが，いずれにせよ大都市出

　現によつて反省された田園復麟運動の現われであろう．

　　こゐ技法の實現は，市内計甕案としてはアメリカのカ
　　ゆ
　yサス市があり，郊外計甕案としてはニュPヨPク地方　．
　　　　　　　　　り
　計豊がある．ニュ・・一ヨe・一クに饗する提案は　1928～1932

　年の間に266マイル着手を見136マイル實現された・ま　　　　th

　たこの緑地計書の理論的な提案としてはPソドソに鍬す

　るアソウイソの有名な…報告がある・（1929～1933年）

　．かくしてIg24年のアムステルダムにおける國際都市

　計書會議では，將來大都市の計甕にはかならずこζの手

　法を用5べしとした．それ以來peソドソ・モスコ”・ペ

　ルリソ・東京・ニュー・一ヨeクともきそつて雄大な緑地計

　蜜を行うことになつている．　　　　　　　，　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！　　それならこれらの都市美的意i義はどうかとい5に，そ

　れは根本においては結局都市に野する彊い自然饗比技法

　で，それは在來の建築個個に封する庭園的饗比から，地
＼

　匠的封比に進展したものと見られる・

　　（5）コルビュジま技法　　　』　　　　　’　　　“．

　　かくしてわれわれは最後に，現代都市計書に封する問

　題提起者ル・コルビュジェの美學をきかなけれぽならな　　　♂

　い．とくに彼の美肇は徹底的に都市美技法の正統であつ

　て・中世蟻を排撃するものである彼1まアソウィソ博　　三：

　士の技法を翠示して非i難し，この占5な迂曲した道路形

　式を採用することは都市美本來の意義に瓦する毒のであ　　　　i

。　るとしている．すなわち彼はまずTown　is　toolという

　命題をかかげ，すべては機能的に組み立てられるべきも

　のと主張している．　　　・　　　　　．　　’

　　彼の方針にもとずくパリ改造計書は，

　　○緑地の中に1粁ごとに16階170リミのビルディソグ

　　　を配置する・

　　○道路は高架道路である・

　　○申心部の高架道路の交叉黙には飛行場を設ける・

23
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騨i・・　，
　爾
　　　　　　4．1’6

網　　　・　　　　　　　　　　、
齢Ti　　　O佳宅はしたがつて高さ170爽テネメソトハウスであの

靴　　　　る／
∴　　　、というような形式のものになる．これどよつて形成冬れ

ξ　　　る都市美は，完全に直線形であり機能的である．

ノi’　　（6）むずびノ　　　・
　　　，’このように技法史の流れを概翻すると，われわれはそ
㍗　　　こに形式上少なくとも13系統のものが存在することがわ

　　　　かる・その一ρはルネサソス庭はじまりジコルピュジェ
垂・

　　　　により強調された幾何學的なも1（bである；どれはロー

　　　’マ・ギリシャの道路カミ直線であり，特にギJリシヤの建築

　　　　の幾何學性に富むことから考え，ギyシャ・ローマの都
，・孟

　’　市美感畳もおそらくこの範疇に存したものであるように
s

　　　　思われる．　　　　　　　　’

　　　　　次に申世にはじまり（おそらくバビロンの迷路に源泉

　　　　を見得る）田園都市論者によつて近代化された「自由形
　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　式」とも構されるような造型形式の占蓮がある。

　　　　　さらにまた，おそらくはこれもルネッサソスに淵源す

　　　　ると考えられるが，特に今世紀地方計餐の提唱にともな

　　　　つて急に高まつてきた緑地的按法がある．これは以上i：

　　㌔つの造型的なものと異り，主として自然と人生のi封比に

　、　　よつて都市美を浮き出させようとする，きわめて自然な

　　　　造園的な援法である．

　　　　　これらはいうまでもなくそれぞれ，その護生の導因と

　　　　なつて！・雛會および繍の鰍に麦酸れたちのと考

　　　　えられるべきである　たとえば都市の機能性を強調する

　　　　ものは，自ら幾何學的な整型技法を好み，都市の赴會性

　　　　を奪重するものは，自由線型の親みやすい形式を操りや
　　　　f　　　すくなる．また都市の本質にふれ，その全活動に債値を

　　，　おくものは，おのずからその野比物としての線地に興味

　　　　をもつことになるのであろ5．

　　　　いずれにしても，これらはきわめて興昧ある問題とし

　　　　て，．さらに十二分の槍討を要するだろうが，將來の解醗、

　　　　をまうことになる．

’

II都市蔓の概念

　以上で一磨都市美技法に封する史的吟昧をおわつたと

ころでここに都市美に封する観念の整理を行つて見る・

　（1）都市葵要材

　「都市美」が都市を構成する要材の組み合わせによつ

て生ずる美的現象であることはいうまでもない．ただそ

の場倉，要材としてはかならずしも建築物ないし工作物

とはかぎらない．その中に存在する植物，氣象的存在等

すべて都市美要材でないものはない．　　　　　　・

　すなわち都市美要材としてはだいたい弐のようなもの

があげられるのである．

　A工材一建築物・工作物・（道路・橋梁・その飽大工

　　　　　作物）．路上施設（電柱・街路樹等の小施

　　　　　設♪・廣告・看板・照明器具等

4／2

1
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　　　　　　　生隆研究　　　　．，一

　爵無材一一氣象・植物・岩石・水・山嶽・丘陵等

　これらはi叢夜閲にわかれて別性格をもつことになる・・

しかしこれらの都市美要材ボ，都市美の舞峯に脚光をあ

びるにいたつた順序が興鉾深い・いうまでもなく，最初・

都市生活至上時代は，人工材が主であり次いでルネッサ

ソス以後に自然材が入つたおけであるが，その人工材に

しても廣告看板は18，19世紀以後現代を盛りとし，自

然材は植物に次いで山嶽，氣象（遠望した山嶽の氣象の

攣化など）の順により，19世紀以後急激に操用されだ

した．

　また夜間要素が都市美の重要な位置をしめるにいたつ・

たのも，きわめて近代に近ずいてからである．この夜聞

要素は，都市民の聲聞生活が機械的になるにしたがい，’

夜間の回復作業が必要とされ，t商店街の散策がこれに野

し有効であるごとがわかり，盛んに用いられるようにな
6た．

　　（2）都宙遊構成の原理　　　　　　　　　　　　　　　゜
、

　　都市美は以上の要素により組み立てられるわけである

　が，その構成に鍬しては當然一般美學の形式原理が支配

するわけで，「多様の続一」「通相の分化」等の基礎原

　理がその主流をなすわけであり，その最も簡軍なあらわ

　れがルネッサソズおよび田園都市按法の造型的な形式で畠

　ある．

　　しかるにこれに野し線地肢法は，美學上の「封比」の・
　　　　　　　ヒ
　原理によつて都市生活の人生的な内容を浮出させよ5と

　するもので，これも営初ルネッサソスにおいては，その

幾何學的な技法の張調部に採用さ雛たにすぎなかつたの

である魁暫弐にして量的に扱われるようになり，現代

　に入つて線地樽という名構に相慮する大量的用法をなさ：

れるようになつて，そのあり方が明らかになつた．

　　しかして歴史的には後世にいたるほどこの造型按法は

重要度を弱めこれに代る位置を状態技法が占めて行く形

　を示しているので，これに恋ずる原理としてもこれに順

慮するものが，重要さを求めで行くことになるわけであ・

　る．たとえぽコルビュジェのように完全に造型派と見え

るものの技法の中にも，これを吟昧すれば結局彪大な自

然に野し張力な「人間意力」を「直線」・「李面」ないし

その機械的くりかえしによつて強調しているよ5に見え

　る．

　亥に都市美講成において重要なことは，その美的内容

の確立である．たとえぽ古代バピロソの都市講成の美的

内容（きわめて局部的であつたが）は威容表現にあり，

ロP「諠Mリシャは多少な匂とも肚會感情の護生を示し

ている．また中世は手工業時代の生活に支配されており

甦會感情は親和性を加えてきている．ところがルネッサ

ソスになると人聞性の解放が高唱され，むしろその活動

意欲が誇示されさえしている．田園都市技法は産業革命

に反懸する人間圃復的感情が内容になつており，コルビ

∫
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gジェは再びルネッサソス的感情にもどるとどもに，新

しい世代の機械の勝利を威示しようとしているよ5に見

一える．

　鳶れらは都市美の按法において，その内容たるべき目

標が吟味されるべきことを激えるのである．

・　（3）・齢餐におけtる澱化鼓法

　都市美において「憂化」が重要な條件であることはい

5までもない．きわめて軍純なルネササソス按法におい

てすら，われわれは歩くこどにより端景（道路絡端の形

象）に近ずき，近ずくにしたボつて沿道の街景lne化し

端景の大きさおよび細部等は壕大し明らかになつて行く

この動的婆化は大なり小なり感情要素に影響をあたえな

いわけには行かない．そこで後量都市美捜法が蟄達する

につれて，意識的に鍵化擾法が用いられだした，たとえ

ばそれには爽のようなものカミある．

　（イ）魑久健のもの（街路に野して）　　　　．

　　○曲　行（これは街鯛の建築が時時端景にあるもの

　　　　で，おのずから端景が攣化することになる．）

　　○幅員の漿舅ヒ（田園都密瀕）

　　○慶場の尉設（大小種々）

　　○融景（彫刻・噴泉等）

　（m）季籔的なもの、

　○縫地旛嚢

　○自然景襯

’（ハ）薩時

　○商業美旛護（廣告のよう，なもの）

　○祭事施設

、

そうしてこの技法は，さらに鑑賞方法によつて攣化を

あたえられることになる．

　（：，）都市鑑賞の方法

　都市美にi騎し攣化をあたえる他の方法として，鑑賞滲i

自睡に工夫をあたえることも一法である．すなわち纒験

的に鑑賞法としては爽のもの等がある．

　A：静鑑賞一一水上景観・丘上景観

　B：動鑑賞一歩行（散策）’■舟行・車行（ドライブ）

　　　　　　　室申行

ft静鑑賞はその方法の組み合せにより，攣化をあたえる

のであるが，その申水上景観はスカイライソの鑑賞に便

であつて，、都市に封比された水面の静感覧と，水面に野

湧護させることになる．蜜た遽塑によつて一・切の都市醜

を除去した景翻は，きわめて純乎たるi美しさをあたえ

る．　，　　　　　　　↑　・

　動鑑堂の申，歩行は敵簗，車行はドライブであり，前

者は生活感情が織りこ熱，後者にお㌔・ては働憾の爽

快さが入る’ただし塞申からの都市美というところまで

　　　　ノ激一。lt　窒’・訊　，，“ン心’．．」叩・

v　　　　　　　　等r

／

・　ギ卿

t

罵’@響饗響
　　　　　　　　．㌦烹

　　　　417

　　　　　　　　　　　t
は，未だ論ずべき時代にはなつていない’

　（ホ）都市美技法の分類

最後に碗出にもとついて都市美按法の諸相を分類すれノ

ば弐のようになろう．　　　　　　　　　　’

　都市実内容からすれば一

　A　機能性都市美　　　　　　　　　　　’

　　都市の機能面（今日のとごろ政治，鯉濟，交通，時

　　に生産等）のあり方を強調するもの．

　B　生活性（あるいは赴會生活性）都市美

　　都市における融會生活面のありかたを強調するもの

　　で，おのずから人閻的になる．

　C　生謹性都甫美、

　　これは當然生産面の強調であるから，當初の生活性

　　都市美の中に混和されており，現代では機能性都市

　　美の申に融和しているが，やがてこれも分化してi騒

　　自の都市美を主張すべきものであるように考えら才し

　　る．

　都市美形式からすれば一’

　A、造型性都市美　　　　　　　～

　　これがさらにわかれて

　　幾何學形式のもの（あるいは剛形式）

　　　自由形式のもの（あるいは柔形式）

　　のものとなる．前者はルネッサソス，後者は田園都

　窃按法がそれぞれ代表する・

　B　繍美
　　これは醗のよう江蟄的の鍛比により，人聞敵

　會の感畳を浮きださせるとか，あるいは地域的に同

　種同系列の施設を集合させて，その中た量としての

　　美しさを劇出しようとするもので，造型的であるよ

　　りは全膿のあり方により効果をだそ5とするもので

　　あるから，かりに状態牲の名をあたえた．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　皿　明已の都市葵技法の展望

　以上概設したところにより，明日の都市i美i鼓法を展望

すると，都市美的内容においてはおそらく新しい「生蔑

彊調」の性絡のものが入つてくるよ5に推測される．そ

れは結局都市廣域化の動きに乗じて，新形態に入ろ5と

する農村（それを廣域農村とい5べきか，あるい1］3都市

と名付けるべきか，〉の中に，薪しい都市美の土壌を蟄見

することになるであろう．

　その結果，都市美形式としてはおのずから歌態性のも

のが張力な基盤となり，張調部を自由形式の邉型技法が

支配することになるであうう．そこに思想としては，な

んとわなしにコルピュジェ形式のものの切りかえが行わ

れる日がくることを推i測されるのである・

★ ★ ★ ★
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